
 

 

 

肝動脈塞栓術は、カテーテルを用いた治療です。 

前述の【肝細胞癌の血流】の項目で、肝動脈血流が肝細胞癌は豊富であることを

お話しましたが、この肝動脈は、癌にとって栄養血管なのです。つまり、この血

流に処置をすると直接癌に影響を与えることができます。それを利用した治療

が、肝動脈塞栓術です。 

カテーテルを病変部まで先進させ、病変部に少量の抗癌剤を注入し、その後塞

栓物質（ゼラチンスポンジ）で血流を一時的に塞栓します。 

ガイドライン上の適応です。 

• Child−Pugh 分類： A または B ． 

• 進行肝細胞癌（手術不能で，かつ穿刺局所療法の対象とならないもの）． 

• 腫瘍数：１-3 個，腫瘍径：3 cm 超． 

• 腫瘍数：4 個以上． 

• 軽度脈管侵襲あり 

３．肝動脈塞栓術（TACE） 

③ 肝細胞がんの治療 



 

入院期間は 10-14日です。 

 

 

 

 



 

 

（↑動画あり） 



 

 


